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○議会の動き

　
瀬
良
垣
区
で
、
１
月
12
日
（
土
曜
日
）
に
85

歳
２
名
、
73
歳
４
名
の
合
計
６
名
の
方
の
合
同

生
年
祝
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
瀬
良
垣
区
の
合
同
生
年
祝
い
は
、
昭
和
48
年

１
月
５
日
か
ら
第
１
回
開
催
と
し
て
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
個
人
的
に
お
祝
い

で
き
な
い
方
も
お
ら
れ
、
生
活
改
善
の
一
環
と

し
て
区
民
全
体
で
お
祝
い
す
る
行
事
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
今
回
の
合
同
生
年
祝
い
は
、
瀬
良
垣
区
民
の

先
輩
方
へ
の
尊
敬
の
念
と
愛
情
の
心
、
そ
し
て

全
体
の
一
体
感
が
感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
行

事
で
し
た
。
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質
　
2
億
5
0
0
0
万
円
の
増
は

答
　
資
材
高
騰
に
よ
り
入
札
が
不
調
に
終

わ
っ
た
。
再
度
入
札
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　質
　
沖
縄
県
介
護
広
域
連
合
過
年
度
精
算
還

付
金
1
9
7
5
万
９
千
円

答
　
平
成
27
年
か
ら
平
成
29
年
３
年
間
概
算

で
負
担
金
を
納
付
、
平
成
29
年
度
決
算
に
伴

う
還
付
金
で
あ
る
。

質
　
恩
納
村
観
光
誘
客
・
お
も
て
な
し
推
進

事
業
他
4
1
6
7
万
8
千
円
の
減
額
の
理
由

は答
　
一
括
交
付
金
事
業
計
画
全
体
の
見
直
し

に
よ
る
減
額
で
あ
り
ま
す
。

質
　
こ
の
事
業
　
次
年
度
以
降
も
計
画
す
る

の
か
　

答
　
一
括
交
付
金
事
業
全
体
の
計
画
の
中
で

優
先
順
位
を
つ
け
、
一
部
は
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
等
を
活
用
し
進
め
て
行
き
た
い
。

質
　
公
用
車
購
入
費
、
コ
ミ
ュ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
備
品
購
入
費
な
ぜ
新
年
度
で
予
算
計
上

し
な
い
の
か
　

答
　
車
の
状
況
等
で
廃
車
に
す
る
か
、
修
理

す
る
か
、
新
車
を
購
入
す
る
か
判
断
し
た
。

年
明
け
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
有
る
た
め
。

質
　
道
路
整
備
事
業
分
筆
測
量
登
記
業
務
、

場
所
は

答
　
勢
高
２
号
線
土
地
改
良
区
の
分
、
延
長

５
７
０
m
地
権
者
39
名
42
筆
、
2
5
5
7
㎡

の
分
筆
登
記
業
務
で
あ
る
。

質
　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、
結
婚
し
て
恩
納
村
に
移
り
住
む
た
め
の

移
転
費
用
等
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
　

答  

3
年
以
上
住
ん
だ
方
が
対
象
で
、
住
居

の
取
得
又
は
賃
貸
費
用
に
係
る
支
援
と
引
っ

越
し
に
係
る
支
援
で
、
上
限
が
30
万
円
で
あ

る
。

質
　
シ
ン
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
今
年
の
レ
タ

ス
の
状
況
は

答
　
昨
年
の
2
倍
1
万
坪
ま
で
面
積
を
広
げ

順
調
に
生
産
を
行
っ
て
い
る
。

質
　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は

答
　
安
定
し
た
品
質
、
生
産
量
を
確
保
す
る

こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
の
手
段
で
あ

り
技
術
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
新
規
参
入

し
た
方
を
指
導
し
普
及
さ
せ
て
い
く
。

質
　
観
光
審
議
会
運
営
委
託
料
に
つ
い
て

答
　
観
光
審
議
会
委
員
を
新
た
に
委
嘱
し
、

観
光
目
的
税
の
導
入
に
関
し
て
審
議
し
て
も

ら
い
、
資
料
収
集
や
と
り
ま
と
め
等
事
務
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
く
。

質
　
災
害
復
旧
　
施
設
等
修
繕
費
に
つ
い
て

答
　
台
風
被
害
を
受
け
、
苗
畑
、
漁
港
施

設
、
赤
間
運
動
場
、
火
葬
場
、
海
浜
公
園

等
、
約
４
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

一般会計補正予算　(第3号)
1
億
9
1
0
9
万
6
千
円
を
追
加

し
総
額
1
2
2
億
3
9
4
5
万
１

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

万
座
毛
周
辺
活
性
化
施
設
整
備
事
業

歳
入
に
関
す
る
質
疑

歳
出
に
関
す
る
質
疑

【
債
務
負
担
行
為
】

質答

質質質質

質質 答

答答答答

勢高２号線（土地改良区）

現在の万座毛
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記
事
担
当
　大
城
保

質
　
2
億
5
0
0
0
万
円
の
増
は

答
　
資
材
高
騰
に
よ
り
入
札
が
不
調
に
終

わ
っ
た
。
再
度
入
札
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　質
　
沖
縄
県
介
護
広
域
連
合
過
年
度
精
算
還

付
金
1
9
7
5
万
９
千
円

答
　
平
成
27
年
か
ら
平
成
29
年
３
年
間
概
算

で
負
担
金
を
納
付
、
平
成
29
年
度
決
算
に
伴

う
還
付
金
で
あ
る
。

質
　
恩
納
村
観
光
誘
客
・
お
も
て
な
し
推
進

事
業
他
4
1
6
7
万
8
千
円
の
減
額
の
理
由

は答
　
一
括
交
付
金
事
業
計
画
全
体
の
見
直
し

に
よ
る
減
額
で
あ
り
ま
す
。

質
　
こ
の
事
業
　
次
年
度
以
降
も
計
画
す
る

の
か
　

答
　
一
括
交
付
金
事
業
全
体
の
計
画
の
中
で

優
先
順
位
を
つ
け
、
一
部
は
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
等
を
活
用
し
進
め
て
行
き
た
い
。

質
　
公
用
車
購
入
費
、
コ
ミ
ュ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
備
品
購
入
費
な
ぜ
新
年
度
で
予
算
計
上

し
な
い
の
か
　

答
　
車
の
状
況
等
で
廃
車
に
す
る
か
、
修
理

す
る
か
、
新
車
を
購
入
す
る
か
判
断
し
た
。

年
明
け
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
有
る
た
め
。

質
　
道
路
整
備
事
業
分
筆
測
量
登
記
業
務
、

場
所
は

答
　
勢
高
２
号
線
土
地
改
良
区
の
分
、
延
長

５
７
０
m
地
権
者
39
名
42
筆
、
2
5
5
7
㎡

の
分
筆
登
記
業
務
で
あ
る
。

質
　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、
結
婚
し
て
恩
納
村
に
移
り
住
む
た
め
の

移
転
費
用
等
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
　

答  

3
年
以
上
住
ん
だ
方
が
対
象
で
、
住
居

の
取
得
又
は
賃
貸
費
用
に
係
る
支
援
と
引
っ

越
し
に
係
る
支
援
で
、
上
限
が
30
万
円
で
あ

る
。

質
　
シ
ン
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
今
年
の
レ
タ

ス
の
状
況
は

答
　
昨
年
の
2
倍
1
万
坪
ま
で
面
積
を
広
げ

順
調
に
生
産
を
行
っ
て
い
る
。

質
　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は

答
　
安
定
し
た
品
質
、
生
産
量
を
確
保
す
る

こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
の
手
段
で
あ

り
技
術
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
新
規
参
入

し
た
方
を
指
導
し
普
及
さ
せ
て
い
く
。

質
　
観
光
審
議
会
運
営
委
託
料
に
つ
い
て

答
　
観
光
審
議
会
委
員
を
新
た
に
委
嘱
し
、

観
光
目
的
税
の
導
入
に
関
し
て
審
議
し
て
も

ら
い
、
資
料
収
集
や
と
り
ま
と
め
等
事
務
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
く
。

質
　
災
害
復
旧
　
施
設
等
修
繕
費
に
つ
い
て

答
　
台
風
被
害
を
受
け
、
苗
畑
、
漁
港
施

設
、
赤
間
運
動
場
、
火
葬
場
、
海
浜
公
園

等
、
約
４
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

一般会計補正予算（第4号）
県
民
投
票
管
理
費
4
4
9
万
7
千

円
賛
成
多
数
で
可
決

質

質 質質 答答答

答答

結婚新生活支援事業補助金2,400千円

前兼久漁港

海浜公園駐車場

　
県
民
投
票
の
条
例
及
び
経
費
、
約
５

億
５
千
万
円
を
計
上
し
た
補
正
予
算
案

は
昨
年
10
月
26
日
、
県
議
会
で
可
決
さ

れ
た
。

 

条
例
で
は
、
県
知
事
の
事
務
の
う
ち
名

簿
の
調
整
や
投
開
票
事
務
な
ど
は
市
町

村
が
処
理
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　
事
務
の
処
理
に
伴
い
、
市
町
村
に
か

か
る
経
費
は
地
方
財
政
法
第
28
条
に
基

づ
き
県
が
市
町
村
に
措
置
す
る
。

　
県
民
投
票
に
か
か
る
経
費
は
す
べ
て

県
が
負
担
す
る
。
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《政務活動費》地方自治法第100条第14項・15項・16項の規定及び恩納村議会政務活動費の交付
に関する条例に基づき、議員の村政に関する調査研究に資するため必要な経費の一部
として交付されるものです。

＊交 付 額・・・1人当たり年間120,000円（月額10,000円×12ヶ月）
＊交付方法・・・年２回　前期6ヶ月分（4月・5月・6月・7月・8月・9月）
　　　　　　　　　  後期6ヶ月分（10月・11月・12月・1月・2月・3月）
＊返　　還・・・交付総額から支出の総額を控除し残余がある場合は返還になります。

議員が行う村の事務
及び地方行財政等に
関する調査研究に要
する経費
（調査委託費、通信運
搬費、交通費、宿泊費
等）

１議員が行う研修会、
講演会等の実施（共
同開催を含む。）に要
する経費
２団体等が開催する
研修会費（視察を含
む。）講演会等への議
員及び議員の雇用す
る職員の参加に要す
る経費
（会場費、機材借り上
料、講師謝金、交通費、
バス借り上げ料等）

議員が行う活動の広
報・広聴活動に要する
経費
（広報紙又は報告書
印刷費、通信運搬費、
交通費、会場費等）

議員が行う要請又は
陳情の活動住民相談
等の活動要する経費
（通信運搬費、交通費、
宿泊費等）

○交付対象となる経費

平成29年度政務 活動費収支報告書

調査研究費 研　修　費 広報広聴会 要請陳情等活動費

議員が行う村政
の調査及び研究
のために必要な
資料の作成に要
する経費（印刷
製本費、翻訳料
等）

議員が行う活動
のために必要な
事務所の設置及
び管理に要する
経費
（事務所賃借料、
維持管理費等）

議員が行う活動
に係る事務の遂
行に要する経費
（文具費、用紙代
消耗品、事務用
品代等）

議員が行う活動
を補助する職員
を雇用する経費
（賃金）

資料購入費

１議員が行う各
種会議、住民相
談会等に要する
経費
（会場費、印刷費、
出席者負担金、
会費、交通費等）

会議費 事務所費 人件費事務費

（平成２９年４月～平成３０年３月）

議　会　だ　よ　り5 （平成31年2月20日）第139号

記事担当　山田政幸

（円）

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

60,000

120,000

120,000

1,380,000

0

0

0

0

0

0

0

98,764

0

0

0

0

98,764

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2,250

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2,250

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

當 山 達 彦

大 城 　 保

佐 渡 山 明

山 田 政 幸

平 良 幸 夫

外 間 勝 嘉

又 吉 　 薫

宮 﨑 　 豊

糸 数 　 昭

又 吉 　 貢

吉山盛次郎

山 城 良 一

　 計 　

平成29年度政務 活動費収支報告書
使　　　　途

氏　名
調査研究費 研修費 広報広聴会 要請陳情等活動費 会議費

交　付
総　額

（円）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

21,525

0

39,525

36,900

39,816

0

55,847

36,840

0

0

47,916

36,900

315,269

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6,291

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6,291

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

21,525

0

48,066

36,900

39,816

0

55,847

135,604

0

0

47,916

36,900

422,574

98,475

120,000

71,934

83,100

80,184

120,000

64,153

0

120,000

60,000

72,084

83,100

973,030

當 山 達 彦

大 城 　 保

佐 渡 山 明

山 田 政 幸

平 良 幸 夫

外 間 勝 嘉

又 吉 　 薫

宮 﨑 　 豊

糸 数 　 昭

又 吉 　 貢

吉山盛次郎

山 城 良 一

　 計 　

使　　　　途
氏　名

資料作成費 資料購入費 事務費 人件費事務所費 合　計
残余金

＊交付申請をしなかった議員・・・・・・仲田豊、喜納正誠、大城堅三
＊120,000円を超えた額は自費となります。
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沖縄県町村議会議員数と報酬
資料：第６４回町村議会実態調査集計表より

※１　議員一人当たりに対する住民数は（人口/議員数で算出）小数点以下四捨五入。
※　  議員年金については平成２３年６月１日に廃止になりました。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

378

573

720

712

922

1,173

1,267

1,253

1,460

1,710

1,810

3,102

4,346

4,564

4,799

6,080

7,896

9,422

11,023

11,558

13,964

13,273

17,240

19,682

21,037

31,050

29,226

35,274

38,776

41,449

7

5

7

7

7

7

8

8

10

6

8

10

12

10

10

12

14

11

16

16

16

14

14

14

16

16

19

19

16

19

54 

115 

103 

102 

132 

168 

158 

157 

146 

285 

226 

310 

362 

456 

480 

507 

564 

857 

689 

722 

873 

948 

1,231 

1,406 

1,315 

1,941 

1,538 

1,857 

2,424 

2,182 

207,000

239,000

207,000

238,000

207,000

241,000

226,100

204,000

266,000

257,000

260,000

263,000

274,000

263,250

263,000

272,000

264,000

265,000

271,000

312,700

318,000

320,000

300,000

303,000

287,400

310,000

321,000

318,000

300,000

344,000

171,000

198,000

171,000

197,000

171,000

201,000

187,900

169,000

220,000

213,000

216,000

218,000

229,000

218,400

218,000

226,000

219,000

220,000

226,000

278,000

265,000

273,000

255,000

257,000

244,600

254,000

266,000

266,000

250,000

264,000

162,000

185,000

162,000

185,000

162,000

188,000

174,300

157,000

205,000

198,000

201,000

203,000

214,000

202,800

203,000

210,000

203,000

204,000

210,000

255,200

246,000

250,000

235,000

242,000

226,000

234,000

246,000

243,000

233,000

243,000

15,000

10,000

10,000

30,000

15,000

10,000

5,000

10,000

10,000

15,000

10,000

15,000

15,000

35,998

33,100

35,577

42,529

36,316

44,243

53,740

41,343

62,642

51,666

55,737

61,823

100,690

69,808

68,309

86,040

84,027

70,749

102,572

127,394

122,921

99,713

97,238

100,880

102,711

109,149

154,548

127,665

125,560

153,189

1,528,168

2,405,992

1,389,694

1,901,888

2,205,726

2,087,915

3,850,060

2,884,930

2,531,220

3,720,189

2,978,036

4,569,258

7,621,184

6,435,000

5,708,780

6,780,000

6,803,273

5,863,499

10,268,882

9,012,118

9,021,455

8,284,368

7,151,000

7,445,081

8,495,130

13,087,000

15,200,000

11,153,000

13,348,700

13,933,743

渡名喜村

北大東村

渡嘉敷村

粟 国 村

座間味村

多良間村

伊平屋村

南大東村

伊是名村

与那国町

東 村

大宜味村

竹 富 町

伊 江 村

国 頭 村

宜野座村

久米島町

今帰仁村

恩 納 村

金 武 町

嘉手納町

本 部 町

北中城村

与那原町

中 城 村

八重瀬町

北 谷 町

西 原 町

南風原町

読 谷 村

町村
人口

H30.7.1

議員報酬（月額）
議　会　費
総額（千円）

一般会計歳出
総額（千円）

備考（平成３０年度当初予算額）

議長 副議長 議員報酬

議員一人
当たりに対
する住民数
（人）※１

政 務
活動費
（月額）

議員

定数

記事担当　山田政幸

議　会　だ　よ　り7 （平成31年2月20日）第139号

第７回恩納村議会12月定例会

議会会議録は議会事務局、各字公民館でご覧いただけます。
また、村ホームページ（議会ネット中継・会議録）からも検索できます。

今回の一般質問
〔●（白抜き）は今回掲載された質問です〕

（12月10日～18日）

○台風24、25号の被害状況と対策について

○恩納村第３次観光振興計画について

○恩納村観光危機管理計画について 

○オーバーツーリズム（観光公害）について

●国道58号名護向け名嘉真集落入り口への右

折通行帯の設置について

P 9仲田　豊　議員

宮﨑　豊　議員 A966－2458

A967－8338

P 8
○台風24号による村内の被害状況と今後の災

害対策について 

○村長選出馬について

大城　堅三　議員 A966－2393 P15

○台風24号について 

○高潮を伴った台風に対する危機管理、『恩

納村地域防災計画』に合致した災害対策本

部の設置の有無とその後の行動について

●暴風時における村道の管理体制について

●平成に発生した高潮災害について 

○被災の大きかった太田区・恩納区・南恩納

区の高潮災害について

佐渡山　明　議員 A966－2443 P16

○沖縄県介護保険広域連合について 

○恩納村中小企業者・小規模企業・小企業者

振興基本条例について

P10山城　良一　議員 A090-1945-5511

○中学校統合について 

○漁港整備、管理について

P11大城　保　議員 A964－3841

●長浜村長２期目出馬の表明について 

●大学院大学と谷茶区周辺整備について

●空家問題について 

●県民投票について

喜納　正誠　議員 A964－2580

○子どもの貧困について 

○県民投票について

P12安里　周作　議員

○山田城跡について 

○村道管理と採石業者について 

○指定管理施設とダイビング業者について

P13糸数　昭　議員 A965－4052

○なかゆくい市場（仲泊南）付近の交差点信

号について 

○統合中学校の部活動について 

○防災対策、災害対策について

P14島袋　裕介　議員

○山田城跡整備事業について 

○水道管以外の公の施設の維持管理について

○伊武部希望ヶ丘の行政区承認について

○米軍普天間飛行場の移設に伴う名護市辺野

古埋め立ての賛否を問う県民投票について

吉山盛次郎　議員 A965－0669 P17

○農業振興について 

○県道104号線の改修工事について 

○喜瀬武原冠水被害について 

○観光目的税について 

○屋嘉から名護向け高速インターチェンジと

県道104号線から高速道路へのスマートイ

ンターチェンジについて

外間　勝嘉　議員 P18

○自然災害に対する危機管理体制について

○地下水採取規制に関する条例の制定につい

て

山田　政幸　議員 A967－8485

A967－8380

P19

※掲載なし

A966－8352

A090-8919-8818
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　一般
住
宅
の
被
害
状
況
は
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
罹
災
証
明
の
届
け
出
が
床
上
浸
水

４
件
、
屋
根
の一部
損
壊
が
１
件
で
す
。

恩
納
漁
港
周
辺
、恩
納
区
１
件
、太
田

区
３
件
で
発
生
。そ
の
ほ
か
恩
納
校
周

辺
、屋
嘉
田
海
岸
線
の
住
宅
が
高
潮
に

よ
る
床
下
浸
水
、
自
家
用
車
等
への
被

害
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　
　
ホ
テ
ル
等
、
観
光
関
係
の
被
害
状

況
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
ま
ず
人
的
被
害
で
、
ガ
ラ
ス
の
破
損

に
よ
る
裂
傷
が
１
件
、
ガ
ラ
ス
の
破
損
、

水
漏
れ
、
浸
水
に
よ
る
機
器
の
故
障
、

桟
橋
の
破
損
、造
園
木
の
被
害
等
、停

電
に
よ
る
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
く

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
村
の
関
係

施
設
で
は
、
海
浜
公
園
が
高
潮
に
よ
り

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
、シ
ャッ
タ
ー
、エ
ア
コ
ン

室
外
機
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
器
具
な
ど

大
き
な
被
害
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
農
業
、漁
業
関
係
の
被
害
状
況
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
農
業
分
野
は
、
花
卉
、
果
樹
、
畜
産
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
、
ほ
と
ん
ど
の
生
産
物
及

び
施
設
等
で
被
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。全
体
額
で
約
５
千
９
百
４
万
５

千
円
と
い
う
被
害
状
況
で
す
。漁
業
関

係
は
、
水
産
分
野
で
は
モ
ズ
ク
網
等
の

流
出
、漁
船
の
転
覆
、養
殖
場
の
浸
水
、

ま
た
加
工
施
設
等
の
破
損
と
いっ
た
形

で
約
１
千
８８
万
円
の
被
害
額
、漁
港
施

設
で
は
、
４
漁
港
合
わ
せ
て
３
千
４
百

５０
万
円
の
被
害
が
出
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　
高
潮
に
よ
る
被
害
が
太
田
で
３
件
、

恩
納
で
１
件
、こ
れ
に
対
す
る
対
策
は
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
大
雨
等
に
よ
る
浸
水
が
何
度
か
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
認
識
は
し
て
ま
す
。

今
後
は
今
回
の
教
訓
を
生
か
し
、高
潮

等
の
避
難
勧
告
を
速
や
か
に
出
せ
る

体
制
を
整
え
た
い
。

　
　
ホ
テ
ル
等
へ
の
対
策
は
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
台
風
被
害
か
ら
迅
速
に
復
興
で
き

る
よ
う
、中
小
企
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

資
金
、災
害
復
旧
貸
付
な
ど
の
案
内
を

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
恩
納
漁
港
の
被
害
そ
の
２
日
後
、

役
場
職
員
の
皆
さ
ん
が
総
出
で
片
づ

け
を
さ
れ
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
た
。農

業
、漁
業
の
対
応
や
今
後
の
計
画
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
農
業
分
野
の
対
応
に
つ
い
て
、
平
成

３０
年
台
風
２４
号
対
応
産
地
緊
急
支
援

事
業
を
活
用
し
て
、
被
災
に
遭
わ
れ
た

農
家
の
方
々
に
対
応
し
た
い
。今
回
、主

な
被
災
原
因
が
強
風
に
よ
る
被
災
が

多
い
。や
は
り
農
地
防
風
林
の
重
要
性

を
さ
ら
に
周
知
し
て
、
普
及
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。ま
た
、喜
瀬

武
原
地
区
に
お
い
て
は
、
長
時
間
の
停

電
で
菊
が
出
荷
で
き
ず
大
分
苦
労
な

さ
れ
た
。そ
う
い
っ
た
農
家
負
担
を
軽

減
で
き
る
よ
う
な
施
策
も
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。水
産
分
野
に
つ
い
て
、
国
の

漁
港
災
害
復
旧
事
業
や
村
単
独
事
業

で
早
期
の
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
る
状

況
で
す
。今
後
は
、
台
風
襲
来
時
期
に

合
わ
せ
て
過
去
の
被
災
状
況
等
の
写

真
を
掲
載
す
る
な
ど
、
広
報
紙
を
使
っ

て
、村
民
に
も
啓
発
、周
知
し
て
い
き
た

い
。

　
　
今
後
の
対
応
、
村
と
し
て
ど
う
挑

ん
で
い
く
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
今
回
の
台
風
、対
策
本
部
を
設
け
て

挑
ん
だ
が
、
本
当
に
災
害
に
は
勝
て
な

い
な
と
、
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。『
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
って

く
る
』
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
村
と
し
て
も
災
害
に
対
す

る
強
化
を
図
って
ま
い
り
た
い
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質

質質質

質質 質答答答

答答答

答

台
風
24
、
25
号
の
被
害
状
況

と
対
策
に
つ
い
て

宮
﨑
　豊
　議
員
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村
内
の
主
な
ホ
テ
ル
収
容
客
、
宿

泊
延
べ
人
数
、リ
ー
ガ
ル
、リ
ゾ
ー
ト

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
は
何
組
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
主
要
１８
ホ
テ
ル
、
２
９
４
万
人
宿
泊

人
数
で
３
，
８
１
１
客
室
。収
容
人
数

は
１
万
３
，
１
０
８
人
。リ
ー
ガ
ル
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
は
平
成
２９
年
１
２
６
組
、
リ

ゾ
ー
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
３
，
７
０
９
組
で

す
。

　
　
第
３
次
観
光
振
興
計
画
に
、
平
成

３
３
年
ま
で
観
光
入
域
数
３
０
０
万

人
、
１
．２
倍
を
目
標
に
定
め
て
あ
り
、

今
２
９
４
万
人
の
観
光
入
域
数
で
、は

る
か
に
超
え
る
数
字
に
な
る
。ど
う

で
す
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
村
内
に
届
け
ら
れ
て
い
る
施
設
旅
館

業
法
で
言
い
ま
す
と
１
９
１
件
。新
た

に
設
け
ら
れ
た
民
泊
新
法
で
、
１０
月
現

在
４７
件
登
録
さ
れ
、
約
２
３
０
件
の
宿

泊
施
設
に
な
り
ま
す
の
で
、
３
０
０
万

人
は
超
え
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
交
通
環
境
の
整
備
で
、
陸
路
の
交

通
渋
滞
の
観
点
か
ら
、
海
路
か
ら
試

み
た
那
覇
か
ら
本
部
ま
で
を
結
ぶ
高

速
船
が
あ
り
ま
し
た
。実
証
実
験
の

結
果
ど
う
で
し
た
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
９
月
１
日
か
ら
１０
日
ま
で
６
日
間

行
わ
れ
、那
覇
、北
谷
、名
護
、本
部
経

由
便
の
利
用
が
１
６
１
名
、
那
覇
か
ら

本
部
の
直
行
便
が
３
４
２
名
で
、
来
年

の
４
月
を
目
途
に
本
格
運
行
に
向
け
て

準
備
し
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
　
客
を
サ
ン
マ
リ
ー
ナ
経
由
し
降
り

て
、観
光
施
設
、観
光
地
を
回
る
計
画

は
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
サ
ン
マ
リ
ー
ナ
で
降
り
て
そ
の
後
、ま

ず
は
各
宿
泊
ホ
テ
ル
に
お
願
い
し
お
迎

え
に
来
て
い
た
だ
く
事
と
、レ
ン
タ
カ
ー

事
業
者
の
ほ
う
と
話
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。今
後
、
観
光
施
設
等
を
つ
な

ぐ
周
遊
バ
ス
の
導
入
も
大
き
な
課
題

と
思
って
お
り
ま
す
。

　
　
第
３
次
観
光
振
興
計
画
に
、
農
水

産
物
の
向
上
を
諮
る
た
め
村
内
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
中
心
に
出
荷
体
制

の
確
立
に
取
り
組
む
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。レ
タ
ス
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
現
在
の
レ
タ
ス
販
売
に
つ
い
て
は
、品

質
の
高
い
Ａ
級
品
は
お
ん
な
の
駅
を
介

し
て
直
接
仲
卸
業
者
へ
、
コ
ー
プ
お
き

な
わ
や
村
内
ホ
テ
ル
等
へ
納
品
さ
れ
て

い
ま
す
。地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め

重
点
品
目
と
し
て
安
定
し
た
供
給
体

制
の
確
立
、
さ
ら
な
る
販
売
の
拡
大
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
　
避
難
の
指
揮
系
統
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
危
機
が
発
生
し
た
場
合
は
、観
光
危

機
管
理
計
画
に
よ
る
対
策
本
部
を
設

置
し
、観
光
協
会
、関
連
事
業
者
等
や

商
工
会
と
連
携
体
制
を
構
築
し
、
観

光
客
への
情
報
発
信
、
避
難
誘
導
、
安

全
確
保
等
に
充
て
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
ど
う
対

処
す
る
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
観
光
客
が
大
幅
に
増
加
し
ま
す
と

地
域
住
民
に
負
担
と
悪
影
響
を
与
え
、

生
活
や
地
域
環
境
を
破
壊
し
て
い
る

可
能
性
が
有
る
た
め
、対
処
法
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。観
光
庁
は
客
と
地
域

住
民
の
生
活
環
境
の
調
和
を
図
り
、共

存
、
共
生
を
目
的
に
持
続
可
能
な
観

光
推
進
本
部
を
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
の
観
光
推
進
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
質
的

転
換
に
向
け
た
取
り
組
み
が
う
た
わ
れ
、

本
村
も
今
後
、国
、県
の
動
向
を
見
極

め
、
現
在
、
村
は
海
を
中
心
に
観
光
は

に
ぎ
わって
い
ま
す
け
れ
ど
、山
間
部
で

県
民
の
森
も
含
め
、山
間
部
の
物
産
も

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
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◆
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恩
納
村
第
３
次
観
光
振
興

計
画
に
つ
い
て

恩
納
村
観
光
危
機
管
理
計

画
に
つ
い
て

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
観
光
公
害
）
に
つ
い
て

仲
田
　豊
　議
員



　
　介
護
保
険
に
格
差
が
生
じ
保
険
料

が
設
定
さ
れ
る
が
、な
ぜ
そ
う
な
っ
た

の
か
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　離
島
や
飛
び
地
と
な
って
お
り
、
地

理
的
に
近
接
性
が
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
も
大
き
く
異
な
って
お
り
、
設

立
当
初
か
ら
保
険
料
に
著
し
い
格
差

が
あ
り
、
広
域
化
を
阻
害
す
る
恐
れ
が

あ
っ
た
た
め
に
経
過
措
置
と
し
て
不
均

一保
険
料
を
行
う
事
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　１
ラ
ン
ク
５
町
村
、
２
ラ
ン
ク
７
市

町
村
、
３
ラ
ン
ク
金
武
町
、
恩
納
村
、

他
1
5
市
町
村
。第一段
階
で
１
ラ
ン

ク
そ
の
差
が
年
間
８
千
３
６
８
円
。八

段
階
１
ラ
ン
ク
そ
の
差
２
万
５
千
１

０
４
円
。十
二
段
階
３
ラ
ン
ク
で
、
そ

の
差
３
万
３
千
４
７
２
円
。均
一保
険

料
に
向
け
て
、
保
険
料
の
平
準
化
の

取
り
組
み
が
出
来
な
い
か
。

　
　
福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　平
成
三
十
三
年
か
ら
三
十
五
年
、

統
一す
る
方
向
に
検
討
を
行
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

　
　同
条
例
は
平
成
三
十
年
三
月
七
日

の
本
会
議
に
お
い
て
、
経
済
建
設
民

生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
六
月
の
本

会
議
に
お
い
て
、委
員
会
の
採
決
の
結

果
、
賛
成一人
、
反
対
四
人
の
反
対
多

数
に
よ
り
、
否
決
と
決
し
た
と
委
員

長
は
報
告
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、
委

員
長
に
対
す
る
質
疑
、討
論
、採
決
の

結
果
、賛
成
、反
対
同
数
と
な
り
、議

長
は
可
決
と
裁
決
し
ま
し
た
。委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
で
あ
り
、数
ヶ

月
間
も
か
け
て
審
議
し
結
論
を
出
し

た
。こ
の
条
例
は
、
村
経
済
の
発
展
に

寄
与
す
る
大
変
重
要
な
条
例
で
あ
り

ま
す
。し
っ
か
り
吟
味
し
て
や
れ
ば
、

ス
ム
ー
ズ
に
議
会
運
営
も
で
き
た
。そ

こ
で
第
十
三
条
、財
政
上
の
措
置
に
つ

い
て
、あ
え
て
条
例
化
さ
れ
た
理
由
は
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　国
や
県
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
初
め
、

積
極
的
に
中
小
企
業
者
等
の
活
躍
の

た
め
に
振
興
策
を
取
組
む
姿
勢
を
明

確
に
打
ち
出
す
た
め
で
あ
り
ま
す
。

　
　上
限
が
明
文
化
さ
れ
な
い
の
は
、な

ぜ
な
の
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　国
や
県
の
補
助
事
業
を
活
用
す
る

場
合
、
明
文
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
補

助
事
業
を
受
け
る
場
合
の
妨
げ
に
な

る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。村
の
補
助
事

業
を
行
う
場
合
に
は
、
各
事
業
に
つ
い

て
補
助
要
項
等
を
定
め
、事
業
は
実
施

し
て
い
き
ま
す
。そ
の
中
で
、予
算
の
範

囲
が
示
さ
れ
て
い
く
。

　
　一般
会
計
の
内
訳
で
明
文
化
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　一般
会
計
の
中
で
各
事
業
ご
と
に
示

し
ま
す
。

　
　第
十
四
条
、人
員
上
の
措
置
に
つ
い

て
、支
援
策
の
条
例
に
必
要
が
あ
っ
た

の
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　県
内
事
例
と
し
て
条
例
化
し
た
事

例
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。人
員
不
足
に
起

因
す
る
障
害
が
発
生
す
る
よ
う
な
状

況
が
考
え
ら
れ
る
。庁
内
の
体
制
整
備

を
図
り
ま
す
。

　
　商
工
会
の
皆
さ
ん
が
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
、そ
の
支
援
を
受
け
る
と

こ
ろ
に
、
人
員
も
派
遣
す
る
か
と
い

う
誤
解
が
生
じ
て
い
る
。役
場
内
で
の

人
員
的
措
置
を
す
る
と
捉
え
て
よ
ろ

し
い
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　あ
く
ま
で
も
役
場
内
で
あ
り
ま
す
。

　
　条
例
の
中
に
、
村
長
は
、「
主
た
る

中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の

実
施
状
況
を
公
表
す
る
も
の
と
す

る
。」
と
う
た
う
こ
と
が
出
来
る
の
か

ど
う
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　本
条
例
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
状

況
及
び
行
動
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て
は
、

審
議
会
で
検
証
し
、
公
表
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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議　会　だ　よ　り 10第139号（平成31年2月20日）

沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連

合
つ
い
て

恩
納
村
中
小
企
業
者
・
小

規
模
企
業
・
小
企
業
者
振

興
基
本
条
例
に
つ
い
て

山
城
　良
一
　議
員

議　会　だ　よ　り11 （平成31年2月20日）第139号

　
　
制
服
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
制
服
選
定
で
す
が
、児
童
生
徒
、保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
男
女
関
係

な
く
選
択
で
き
る
制
服
に
決
ま
り
ま
し

た
。デ
ザ
イ
ン
の
決
定
に
つ
い
て
再
度
、

児
童
生
徒
、校
長
の
意
見
を
反
映
さ
せ

新
中
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
制
服
に
し
よ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
２
、３
年
生
に
つ
い
て
は
二
回
制
服

を
購
入
す
る
こ
と
に
な
る
。無
償
で

支
給
す
る
等
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

に
も
取
り
組
む
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
２
、
３
年
生
に
対
し
て
は
支
給
す
る

方
向
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
　
要
保
護
、
準
用
保
護
世
帯
の
制
服

購
入
も
就
学
援
助
の
対
象
に
な
る
の

か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
就
学
援
助
費
の
額
、２
万
２
千
９
百

円
か
ら
４
万
６
千
９
百
円
へ
増
額
措
置

を
と
って
お
り
ま
す
。

　
　
入
学
前
の
人
権
教
育
も
含
め
た
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
教
育
も
や
る
べ
き
で
は
な
い

か
。具
体
的
な
計
画
等
あ
る
の
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
き
め
細
や
か

な
対
応
の
実
施
等
、
教
職
員
へ
周
知
徹

底
し
、
生
徒
への
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
への
理
解
の

協
力
を
行
って
い
き
た
い
。

　
　
統
合
前
に
、
他
校
と
部
活
動
を
合

同
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。大
会

に
向
け
て
十
分
に
力
が
発
揮
で
き
る

よ
う
に
配
慮
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
合
同
で
や
る
場
合
の
、社
会
体
育
施

設
の
利
用
料
の
減
免
等
を
考
え
て
い

き
た
い
。校
長
、
顧
問
の
了
解
が
得
ら

れ
れ
ば
問
題
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
　
統
合
に
向
け
、
子
供
た
ち
に
不
安
、

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
さ
せ
な
い
配
慮
と

ケ
ア
も
大
事
。合
同
学
習
、
合
同
行
事

（
遠
足
）
と
か
事
前
交
流
事
業
の
計
画

は
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
統
合
時
に
１
年
生
に
当
た
る
現
小

学
５
年
生
を
対
象
に
、糸
満
市
の
青
少

年
の
家
で
２
泊
３
日
の
宿
泊
研
修
を

行
い
ま
し
た
。喜
瀬
武
原
と
安
富
祖
の

中
学
１
年
生
を
対
象
に
、音
楽
、英
語
、

学
活
、
い
ず
れ
か
の
授
業
を
合
同
で
行

う
と
い
う
こ
と
で
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
統
合
に
よ
っ
て
、通
学
距
離
が
長
く

な
る
子
供
た
ち
の
時
間
的
な
負
担
軽

減
、ま
た
安
全
面
、風
雨
、そ
の
気
候

に
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
と
な
る
場
合
は
、

出
発
の
時
刻
を
７
時
３０
分
、中
学
校
の

到
着
が
８
時
前
後
を
予
定
、時
間
的
に

も
負
担
は
少
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

バ
ス
停
に
よ
っ
て
は
雨
よ
け
施
設
が
な

い
。そ
の
辺
は
公
民
館
等
を
停
車
場
所

と
し
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
前
兼
久
漁
港
内
の
施
設
用
地
基
本

計
画
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま

す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
計
画
で
は
駐
車
場
の
配
置
計
画
と

公
園
の
配
置
計
画
、
こ
の
２
案
で
計
画

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
漁
港
内
の
ト
イ
レ
に
お
い
て
は
、使

用
後
の
色
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

仮
設
ト
イ
レ
、シ
ャ
ワ
ー
施
設
を
ど
こ

が
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
前
兼
久
漁
港
は
年
間
約
１
０
万
人

程
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
て

い
る
。今
回
新
し
く
仮
設
ト
イ
レ
を
作

り
、漁
業
組
合
、観
光
部
会
が
中
心
と

な
っ
て
維
持
管
理
を
し
て
い
く
こ
と
で

約
束
し
て
お
り
ま
す
。
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中
学
校
統
合
に
つ
い
て

漁
港
整
備
、
維
持
管
理
に

つ
い
て

大
城
　保
　議
員

前兼久漁港内仮設トイレ



　
　資
本
の
格
差
が
浸
透
し
て
き
て
い

ま
す
。恩
納
村
も
例
外
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。資
本
の
格
差
是
正
は
、
行

政
の
重
要
な
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。玉
城
知
事
の
所
信
表
明
で
、「
誰一

人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、す
べ
て
の
人

の
尊
厳
を
守
り
、
多
様
性
や
寛
容
性

を
大
切
に
し
た
共
生
の
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
」、『
子
供
の
貧
困
対
策
』を

最
重
要
政
策
に
掲
げ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
恩
納
村
の
子
供
の
貧
困
に
対
す
る
、

村
長
の
認
識
を
お
尋
ね
し
た
い
。

　
　村
長
　長
浜
善
巳

　
　子
供
の
貧
困
は
、
生
ま
れ
育
つ
家
庭

の
低
所
得
に
起
因
し
て
、
複
合
的
な
困

難
が
発
生
し
、
成
長
や
教
育
の
プ
ロ
セ

ス
で
多
く
の
不
利
に
置
か
れ
る
状
況
を

総
合
的
に
考
え
て
、子
供
の
貧
困
と
認

識
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。貧
困
の
共

通
の
原
因
は
、
貧
困
の
連
鎖
で
あ
り
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
支
援
を

教
育
、医
療
、福
祉
の
み
な
ら
ず
、地
域

と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
貧
困
の

連
鎖
を
打
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　過
去
四
年
間
、
子
供
の
貧
困
に
対

す
る
取
り
組
み
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　貧
困
に
対
す
る
も
の
は
、
恩
納
村
総

合
教
育
会
議
と
い
う
中
で
村
長
が
施

行
す
る
。実
施
し
て
い
る
の
が
、子
育
て

支
援
と
し
て
第
三
子
か
ら
給
食
費
の

無
料
化
、
次
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

奨
学
金
の
給
付
型
の
手
立
て
、今
協
議

し
て
い
る
の
が
、給
食
費
の
無
料
化
、高

校
生
へ
の
登
校
の
バ
ス
賃
の
支
援
も
協

議
し
て
ま
す
。

　
　福
祉
健
康
課
長
　長
浜
保
治

　
　福
祉
健
康
課
と
し
て
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
等
利
用
助
成
金
交
付
で
、利

用
料
の
二
分
の一を
軽
減
す
る
制
度
を

設
け
て
お
り
ま
す
。

　
　こ
れ
か
ら
村
政
に
向
け
て
、子
供
の

貧
困
の
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

考
え
で
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　村
長
　長
浜
善
巳

　
　貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
教
育
会
議
で
も
議
論

し
て
お
り
ま
す
給
食
費
の
無
料
化
、
ま

た
高
校
生
への
通
学
の
支
援
援
助
を
し

て
い
き
た
い
。今
後
も
地
域
の
皆
様
と

共
に
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
、
子
供
の

貧
困
対
策
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　補
正
予
算
に
、
県
民
投
票
の
予
算

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
、村
長
の
意
思

が
ど
う
な
の
か
お
伺
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　村
長
　長
浜
善
巳

　
　今
回
の
県
民
投
票
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
県
議
会
に
お
い
て
条
例
が
成
立
し

て
お
り
ま
す
。事
務
を
実
施
す
る
方
向

で
進
め
て
お
り
ま
す
。
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子
供
の
貧
困
に
つ
い
て

県
民
投
票
に
つ
い
て

議　会　だ　よ　り 12第139号（平成31年2月20日）

安
里
　周
作
　議
員

議　会　だ　よ　り13

山
田
城
跡
に
つ
い
て

（平成31年2月20日）第139号

　
　進
捗
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
平
成
３１
年
度
よ
り
山
田
グ
ス
ク
の

範
囲
や
石
積
み
な
ど
の
痕
跡
を
確
認

す
る
た
め
の
基
礎
調
査
を
実
施
す
る

た
め
、
文
化
庁
補
助
申
請
を
行
って
お

り
ま
す
。今
後
は
公
有
地
化
及
び
整
備

に
向
け
た
事
業
を
推
進
し
、地
権
者
交

渉
へ
移
る
た
め
に
も
平
成
３０
年
度
よ
り

不
動
産
鑑
定
業
務
の
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
今
後
ど
う
い
う
取
り
組
み
を
や
っ

て
い
く
か
伺
い
ま
す
。

　
　教
育
長
　當
山
欽
也

　
　
地
権
者
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
、公
有
地
化
に
向
け
た
事
業
を
進
め

る
と
と
も
に
、
並
行
し
て
遺
構
調
査
、

そ
の
蓄
積
を
図
って
い
き
た
い
。そ
れ
を

踏
ま
え
た
上
で
整
備
計
画
の
作
成
、事

業
展
開
に
結
び
つ
け
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
考
え
て
お
り
ま
す
。最
終
的
に

は
文
化
遺
産
で
あ
る
山
田
グ
ス
ク
の
保

存
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
採
石
場
か
ら
出
る
残
土
に
つ
い
て

は
、産
業
廃
棄
物
で
す
か
、残
土
は
野

積
み
で
き
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　村
民
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
残
土
に
つ
い
て
は
産
業
廃
棄
物
に
な

り
ま
す
。残
土
は
囲
い
を
行
い
、
補
完

を
し
、
飛
散
、
流
出
し
な
い
た
め
の
適

切
な
措
置
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

保
管
場
所
で
あ
る
と
い
う
表
示
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
表
示
に
は

管
理
者
の
氏
名
、廃
棄
物
の
種
類
、連

絡
先
を
記
載
し
た
掲
示
板
を
設
置
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。囲
い
を
し
て
、水

や
土
が
流
出
し
な
い
よ
う
に
し
て
、
囲

い
か
ら
２
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
は
、囲
い
の

高
さ
の
５０
セ
ン
チ
下
げ
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。２
メ
ー
ト
ル

か
ら
は
、
勾
配
を
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば

５０
％
以
下
の
勾
配
に
す
る
と
い
う
こ
と

と
な
って
お
り
ま
す
。

　
　
現
在
、野
積
み
さ
れ
て
い
る
状
態
で

す
。指
導
や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。

　
　村
民
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
今
後
、
中
部
保
健
所
と
連
携
を
と
っ

て
、
対
策
を
と
って
い
き
た
い
と
思
って

お
り
ま
す
。

　
　
ダ
イ
ビ
ン
グ
業
者
は
沖
縄
県
公
安

委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
く
て
も
商

売
が
で
き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
沖
縄
県
水
難
事
故
の
防
止
及
び
遊

泳
者
等
の
安
全
の
確
保
等
に
関
す
る

条
例
の
１１
条
第
１
項
に
基
づ
き
ま
し
て
、

沖
縄
県
公
安
委
員
会
宛
、
海
洋
レ

ジ
ャ
ー
事
業
届
出
書
を
得
な
い
と
い
け

な
い
こ
と
に
な
って
お
り
ま
す
。

　
　
業
者
の
営
業
が
違
法
だ
っ
た
ら
取

り
締
ま
り
で
き
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
こ
の
業
者
が
全
て
、
県
の
条
例
に
基

づ
く
届
け
出
を
し
て
い
る
の
か
し
て
い

な
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
具
体

的
に
は
確
認
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
村
内
で
営
業
す
る
場
合
は
、
村
条

例
や
規
則
、ル
ー
ル
、そ
れ
と
禁
止
事

項
や
遵
守
事
項
を
熟
知
さ
せ
て
か
ら

営
業
が
行
え
る
よ
う
に
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

　
　商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
恩
納
村
独
自
の
認
証
制
度
は
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
辺
に
つ
き

ま
し
て
は
、
漁
協
を
含
め
て
関
係
機
関

と
連
携
、協
議
し
な
が
ら
今
後
考
え
て

い
き
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
　
豊
か
な
自
然
環
境
を
維
持
し
て
い

く
に
は
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
と
思

い
ま
す
が
、村
長
に
伺
い
ま
す
。

　
　村
長
　長
浜
善
巳

　
　
ル
ー
ル
づ
く
り
は
大
変
必
要
な
も
の

だ
と
思
って
お
り
ま
す
。そ
し
て
、
ロ
ー

カ
ル
認
証
制
度
と
い
う
も
の
を
つ
く
れ

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
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糸
数
　昭
　議
員

村
道
管
理
と
採
石
業
者
に

つ
い
て

指
定
管
理
施
設
と
ダ
イ
ビ

ン
グ
業
者
に
つ
い
て



　
　
年
々
観
光
客
の
増
加
や
沖
縄
県
内

か
ら
の
お
客
さ
ん
の
増
加
に
よ
り
、な

か
ゆ
く
い
市
場
付
近
の
交
通
量
も
ふ

え
て
お
り
ま
す
。仲
泊
南
交
差
点
の

安
全
性
に
つ
い
て
行
政
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
仲
泊
南
交
差
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
道
、
県
道
、
村
道
が
交
差
し
て
お
り
、

危
険
な
交
差
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

認
識
し
て
ま
す
。特
に
外
国
の
観
光
客

が
近
年
増
加
し
て
、
そ
の
危
険
性
は一

段
と
増
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
って
お
り
ま
す
。近
年
、線
が
薄
れ
た

り
、
ま
た
こ
う
い
う
部
分
は
改
善
し
な

い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
　
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
た
め

に
も
、
県
道
６
号
線
に
右
折
帯
を
設

け
て
、
右
折
信
号
を
設
置
す
る
な
り
、

ま
た
信
号
機
の
サ
イ
ク
ル
、タ
イ
ミ
ン

グ
を
変
則
で
き
な
い
か
。公
安
委
員

会
や
石
川
警
察
署
な
ど
、関
係
機
関
へ

の
要
請
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
詳
細
を
再
度
調
査
し
て
、
警
察
署
、

公
安
委
員
会
、
国
道
事
務
所
と
の
懇

談
会
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
中
で

協
議
、
要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
現
在
、
恩
納
村
の
部
活
動
に
お
い

て
、外
部
コ
ー
チ
の
在
籍
は
何
名
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
恩
納
中
学
校
で
７
名
、
喜
瀬
武
原

中
学
校
で
３
名
、仲
泊
中
学
校
で
３
名
、

山
田
中
学
校
で
６
名
の
計
１９
名
が
外

部
指
導
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
ま
す
。

　
　
統
合
す
る
に
当
た
り
、
部
活
動
も

幾
つ
か
ふ
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、子

供
た
ち
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
は
行

わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
部
活
動
の
件
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
い
た
し
ま
し
た
。や
り
た
い
と
い
う

部
活
動
は
、一
番
多
か
っ
た
の
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
し
た
。次
に
、
サ
ッ

カ
ー
部
が
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
統
合
に
向
け
て
の
合
同
練
習
と
か

の
考
え
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
中
学
校
統
合
室
長
　喜
久
山
　隆

　
　
野
球
部
の
ほ
う
か
ら
３
校
合
同
で

練
習
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
報
告

が
あ
り
、社
会
体
育
施
設
等
の
利
用
す

る
際
の
減
免
等
も
こ
ち
ら
の
ほ
う
で
検

討
を
し
な
が
ら
、
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
って
い
ま
す
。

　
　
防
災
備
蓄
倉
庫
は
、
村
内
に
何
箇

所
、そ
し
て
ど
こ
に
あ
る
か
お
答
え
願

い
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
村
内
に
５
カ
所
、
県
民
の
森
、
喜
瀬

武
原
小
中
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
赤

間
運
動
場
、
山
田
小
中
学
校
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
防
災
備
蓄
倉
庫
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
入
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
生
活
必
需
品
と
し
て
非
常
食
、
水
、

簡
易
ト
イ
レ
、お
む
つ
、乳
幼
児
の
ミ
ル

ク
等
も
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。機
器

に
つ
き
ま
し
て
は
発
電
機
、
灯
光
器
等

と
防
災
用
の
鍋
等
の
備
品
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
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な
か
ゆ
く
い
市
場
（
仲
泊

南
）
付
近
の
交
差
点
信
号

に
つ
い
て

統
合
中
学
校
の
部
活
動
に

つ
い
て

防
災
対
策
、
災
害
対
策
に

つ
い
て

議　会　だ　よ　り 14第139号（平成31年2月20日）

島
袋
　裕
介
　議
員

仲泊南付近の交差点

防災備蓄倉庫（赤間）

議　会　だ　よ　り15 （平成31年2月20日）第139号

　
　
村
内
で
も
被
害
が
甚
大
、
農
道
等

の
倒
木
処
理
で
今
後
、農
道
、村
道
を

調
査
検
証
し
、事
前
の
伐
採
作
業
は
。

　
　
建
設
課
長
　崎
山
　敦

　
　
倒
れ
そ
う
な
木
と
か
は
パ
ト
ロ
ー
ル

を
す
る
時
に
事
前
に
確
認
し
、
倒
木
の

恐
れ
の
あ
る
も
の
は
村
道
、
農
道
、
事

前
に
倒
し
て
い
く
方
向
で
考
え
て
ま
す
。

　
　
村
道
、
農
道
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

倒
壊
、交
通
の
面
で
心
配
さ
れ
る
が
。

　
　
建
設
課
長
　崎
山
　敦

　
　
村
道
、
農
道
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
系
統

は
、
区
長
会
の
情
報
に
基
づ
い
て
緊
急

性
の
あ
る
も
の
か
ら
実
施
し
て
い
き
た

い
。

　
　
漁
業
関
係
の
被
害
報
告
の
中
で
、

産
廃
処
理
費
用
を
組
合
と
協
議
し
て

行
い
た
い
中
身
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
今
回
の
台
風
で
高
潮
に
よ
っ
て
、
漁

港
内
の
漂
着
ご
み
が
漁
港
周
辺
に
散

乱
し一日
か
け
て
集
積
し
た
ご
み
は
産

廃
処
理
す
る
が
、
ご
み
の
量
が
多
く
現

在
恩
納
、前
兼
久
漁
港
は
把
握
し
て
い

る
が
、
真
栄
田
は
精
査
し
て
村
と
漁
協
、

協
議
し
適
正
に
処
理
し
た
い
。

　
　
高
潮
、
高
波
の
被
害
で
河
口
閉
塞
、

導
流
堤
の
損
壊
、
防
波
堤
の
損
壊
な

ど
、
瀬
良
垣
で
も
護
岸
の
損
壊
が
あ

り
国
管
理
で
す
が
、要
請
等
、対
応
策

は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
集
落
内
の
海
岸
側
に
つ
い
て
は
建
設

省
の
所
管
の
護
岸
で
す
の
で
、
場
所
を

建
設
課
と
確
認
し
て
、
県
に
要
請
し
て

ま
い
り
た
い
。

　
　
今
回
は
長
時
間
の
停
電
が
あ
り
ま

し
た
。村
内
の
公
共
施
設
、
関
係
施
設
、

福
祉
施
設
等
で
の
被
害
状
況
は
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
沖
縄
電
力
う
る
ま
、北
部
の
支
店
長
、

職
員
と
村
長
、副
村
長
を
交
え
て
協
議

の
場
を
設
け
、
村
で
重
要
視
し
た
こ
と

は
停
電
に
よ
り
診
療
所
が
休
診
、学
校

が
休
校
を
挙
げ
、今
後
長
期
の
停
電
時

に
は
診
療
所
等
、
優
先
順
位
を
図
る

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
等
の
構
築
を
お
願
い
し

て
い
る
。

　
　
信
号
機
が
機
能
し
な
く
て
、
危
険

で
し
た
。災
害
応
急
対
策
拠
点
と
連

携
型
の
信
号
機
が
県
内
で
設
置
さ
れ

て
い
る
。要
請
等
は
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
今
の
信
号
機
の
設
置
と
い
う
の
は
初

め
て
の
情
報
で
す
。村
は
国
道
が
縦
断

し
交
通
量
も
多
い
の
で
、
国
道
等
に
情

報
を
聞
い
て
対
応
を
検
討
し
た
い
。

　
　
ホ
テ
ル
関
係
の
情
報
が
と
れ
な

か
っ
た
。村
観
光
危
機
管
理
計
画
を
踏

ま
え
、
観
光
協
会
で
被
害
状
況
の
情

報
収
集
と
か
、今
後
の
検
討
策
は
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
今
回
、
各
施
設
、
主
要
ホ
テ
ル
も
含

め
て
、
被
害
状
況
の
報
告
、
提
出
を
求

め
た
中
で
５
カ
所
か
ら
の
報
告
し
か
な

か
っ
た
。観
光
協
会
も
含
め
て
情
報
収

集
は
、き
っ
ち
り
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
対
策
本
部
長
と
し
て
、
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
近
年
、台
風
の
大
型
化
、ま
た
猛
烈

な
風
雨
、
大
雨
に
よ
る
大
災
害
な
ど
、

全
国
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
状
況
。今

後
は
国
、県
、広
域
の
皆
さ
ん
、ま
た
沖

縄
電
力
、病
院
と
災
害
対
策
に
対
す
る

強
化
を
図
り
、瓦
礫
の
撤
去
作
業
な
ど

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、村
民
の
力
も
か
り
な

が
ら
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。同
時
に
防
災
組
織
を
各
字

全
体
に
で
き
る
よ
う
強
化
し
た
い
。

　
　
２
期
目
に
向
け
て
村
長
の
思
い
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
少
子
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。

特
に
少
子
化
は一番
の
課
題
と
思
っ
て

ま
す
。そ
れ
に
よ
る
村
づ
く
り
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。子
育
て

支
援
、
若
者
の
定
住
化
が
重
要
。限
ら

れ
た
土
地
を
有
効
に
活
用
し
て
、
若
者

が
住
み
続
け
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
を
つ
く
って
い
き
た
い
と
思
って

い
る
。
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台
風
24
号
に
よ
る
村
内
の

被
害
状
況
と
今
後
の
災
害

対
策
に
つ
い
て

村
長
選
出
馬
に
つ
い
て

大
城
　堅
三
　議
員



　
　
気
象
台
は
午
後
１
時
２２
分
、
恩
納

村
に
警
報
を
発
表
し
、
暴
風
と
う
ね

り
を
伴
っ
た
顕
著
な
高
潮
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
伝
え
て
お
り
ま
し

た
。警
戒
本
部
で
は
高
潮
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
た
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
高
潮
に
対
す
る
住
民
への
周
知
等
は

行
って
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
発
表
し
た
顕
著
な
高
潮
警
報
と
は

何
か
、
顕
著
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら

か
な
ほ
ど
高
潮
が
は
っ
き
り
と
表
れ

る
現
象
で
あ
り
ま
す
。別
の
地
域
で
は
、

低
地
に
住
ん
で
い
る
住
民
に
対
し
、高

潮
が
発
生
す
る
の
で
、
車
を
高
台
に

移
動
す
る
よ
う
戸
別
訪
問
を
行
っ
た
。

な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
今
回
は
高
潮
の
警
戒
、確
か
に
不
十

分
で
し
た
。住
民
へ
の
情
報
伝
達
が
十

分
で
な
か
っ
た
こ
と
、人
員
配
置
等
、水

防
計
画
に
沿
っ
た
警
戒
態
勢
は
適
切
で

は
な
か
っ
た
と
痛
感
し
て
い
る
。

　
　
対
策
本
部
は
、
村
地
域
防
災
計
画

が
示
す
基
準
ど
お
り
に
設
置
さ
れ
、

機
能
さ
れ
た
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
対
策
本
部
を
２
時
に
立
ち
上
げ
、台

風
を
主
に
置
い
た
対
策
本
部
を
整
え

た
。水
防
、
高
潮
に
対
す
る
警
戒
が
不

十
分
だ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
村
は
１
９
０
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
村

地
域
防
災
計
画
を
２
年
前
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
こ
と
を
役
場
職
員
に

伝
え
説
明
さ
れ
た
の
か
。ま
た
、
防
災

計
画
に
は
村
内
の
危
険
地
帯
や
避
難

情
報
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、

区
長
や
村
民
に
も
伝
え
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
平
成
２５
年
に
防
災
計
画
を
策
定
し
、

２８
年
度
に
は
改
定
。中
身
を
見
ま
す
と

不
都
合
と
い
う
か
、
や
り
に
く
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。防
災
計
画
の
根
本
的
な
在

り
方
、
対
策
本
部
と
し
て
動
き
の
と
れ

る
分
か
り
や
す
い
防
災
計
画
が
作
れ
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
災
害
事
例
は
地
域
ご
と
に
詳
細
に

ま
と
め
上
げ
る
こ
と
で
、
台
風
対
策

に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。災
害
時
の
気

象
条
件
を
初
め
、
被
害
を
具
体
的
に

示
し
、
そ
の
こ
と
を
災
害
報
告
と
し

て
村
民
に
お
知
ら
せ
す
る
。伝
え
る

大
切
さ
、
私
た
ち
は
甚
大
な
被
害
が

あ
っ
た
東
北
大
震
災
か
ら
も
学
ん
だ

と
思
い
ま
す
。災
害
事
例
は
予
防
処

置
と
し
て
類
似
台
風
が
発
生
す
る
た

び
に
、
対
策
本
部
が
判
断
す
る
避
難

指
示
に
も
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
今
回
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
高
潮
に

対
す
る
対
応
と
い
う
の
も
強
化
し
て
い

き
た
い
。災
害
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、

情
報
伝
達
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
太
田
、恩

納
、南
恩
納
区
で
は
、防
波
堤
な
ど
の

対
策
は
急
務
。村
の
考
え
は
。

　
　
建
設
課
長
　崎
山
　敦

　
　
護
岸
に
つ
い
て
は
県
の
方
と
現
場
立

会
い
を
い
た
し
ま
し
て
、
要
請
行
動
を

し
て
い
き
た
い
。
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高
潮
を
伴
っ
た
台
風
に
対

す
る
危
機
管
理
、
『
恩
納

村
地
域
防
災
計
画
』
に
合

致
し
た
災
害
対
策
本
部
の

行
動
に
つ
い
て

議　会　だ　よ　り 16第139号（平成31年2月20日）

佐
渡
山
　明
　議
員

被
災
の
大
き
か
っ
た
大
田

区
・
恩
納
区
・
南
恩
納
区

の
高
潮
災
害
に
つ
い
て

高潮が発生した海浜公園

高潮で被害にあった車輌

議　会　だ　よ　り17 （平成31年2月20日）第139号

　
　現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
教
え

て
下
さ
い
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
平
成
２９
年
度
に
山
田
城
跡
指
定
地

内
の
公
有
地
化
へ
向
け
て
、
３
筆
の
不

動
産
鑑
定
を
実
施
し
て
ま
す
。平
成
３０

年
７
月
に
、
山
田
評
議
会
に
て
進
捗
及

び
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
説
明
会
を
開

き
ま
し
た
。整
備
に
向
け
て
基
礎
調
査

を
実
施
す
る
予
定
で
、用
地
購
入
に
向

け
て
地
権
者
交
渉
を
予
定
し
て
ま
す
。

　
　
ど
う
い
う
財
源
で
事
業
が
行
わ
れ

る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ど

う
な
る
の
か
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
財
源
は
、
文
化
庁
の
国
庫
補
助
事

業
で
実
施
予
定
を
し
て
ま
す
。メ
ニュ
ー

は
、恩
納
村
内
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
等

事
業
に
な
っ
て
ま
す
。公
有
地
化
整
備

計
画
策
定
、
遺
跡
の
歴
史
的
価
値
を

損
な
わ
な
い
よ
う
文
化
庁
、
沖
縄
県
の

指
導
の
も
と
で
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
事
業
の
完
成
す
る
め
ど
で
、
ど
う

い
う
形
で
の
山
田
グ
ス
ク
を
目
指
し

て
い
る
の
か
、そ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な

果
実
が
生
ま
れ
る
の
か
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
事
業
の
完
成
め
ど
は
補
助
金
等
交

付
状
況
に
も
影
響
さ
れ
、長
期
的
な
整

備
事
業
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

事
業
の
果
実
は
社
会
教
育
、
地
域
学

習
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。ま

ち
づ
く
り
、人
づ
く
り
に
寄
与
す
る
。整

備
内
容
は
今
後
、
山
田
城
跡
整
備
委

員
会
で
決
め
て
い
く
。

　
　
こ
れ
か
ら
、
毎
年
自
然
災
害
が
想

定
さ
れ
る
。そ
の
復
興
に
係
る
原
資

は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
災
害
復
旧
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て

は
国
、県
等
の
補
助
金
を
最
大
限
に
活

用
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
ま
す
。今

回
、前
兼
久
漁
港
の
災
害
復
旧
と
し
て

計
上
し
て
ま
す
。適
用
で
き
な
い
部
分

は
、一般
財
源
か
ら
の
持
ち
出
し
に
な
る
。

公
共
施
設
等
は
保
険
に
入
っ
て
お
り
、

災
害
の
補
修
の
保
険
で
適
用
さ
れ
る

部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
後
、ど
う
し

て
も
足
り
な
い
分
は
、
財
政
調
整
基
金
、

公
共
施
設
の
整
備
基
金
の
活
用
に
な

る
。

　
　
よ
り
被
害
が
少
な
く
な
る
よ
う
な

こ
と
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
の
辺
は
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
将
来
に
わ
た
る
計
画
、
施
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
予
想
を
超
え
た
災
害
を
前

提
に
、
施
設
の
計
画
に
当
た
っ
て
は
設

計
段
階
、構
造
的
な
強
化
や
形
状
等
の

検
討
を
行
い
、
災
害
に
強
い
施
設
づ
く

り
に
努
め
た
い
。

　
　
町
村
議
会
会
報
に
、
審
議
途
中
の

議
案
が
撤
回
さ
れ
る
な
ど
、例
の
な
い

審
査
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
、必
要
な

情
報
提
供
、協
議
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
載
っ

て
い
ま
す
。そ
の
辺
の
経
緯
を
も
う
一

度
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
平
成
３０
年
度
の
予
算
審
議
の
際
、

提
案
さ
れ
た
希
望
ヶ
丘
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
当
局
か
ら
議
会
に
対
す
る
事

前
の
説
明
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
説
明
が
な
さ
れ
た
ら
、
そ
の
予
算

案
と
い
う
の
は
撤
回
す
る
必
要
は
な

か
っ
た
と
い
う
理
解
で
い
い
ん
で
す

か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
我
々
は
事
務
方
の
中
で
精
査
す
る

必
要
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　村
長
と
し
て
議
会
で
否
決
さ
れ
た

場
合
に
再
議
と
い
う
お
考
え
も
あ
る

の
か
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　
　村
長
　長
浜
善
巳

　
　
否
決
さ
れ
て
も
首
長
は
そ
の
予
算

を
計
上
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
私
も

実
行
し
て
い
こ
う
と
思
って
お
り
ま
す
。
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山
田
城
跡
整
備
事
業
に
つ

い
て

水
道
管
以
外
の
公
の
施
設

の
維
持
管
理
に
つ
い
て

伊
武
部
希
望
ヶ
丘
の
行
政

区
承
認
に
つ
い
て

吉
山  

盛
次
郎
　議
員

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移

設
に
伴
う
名
護
市
辺
野
古

埋
立
て
の
賛
否
を
問
う
県

民
投
票
に
つ
い
て



議　会　だ　よ　り 18第139号（平成31年2月20日）

　
　
平
成
１８
年
農
業
の
構
成
比
が
３
・

３
％
、
平
成
２３
年
が
１
・
９
％
、
５
年

後
の
目
標
と
し
て
２
・
７
％
の
構
成

比
を
目
標
に
進
め
て
い
く
と
い
う
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。実
績
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
恩
納
村
の
総
生
産
額
が
４
百
９
６

億
３
千
１
百
万
円
、
そ
れ
に
対
し
て
本

村
の
農
業
生
産
額
が
約
７
億
４
千
万

円
で
、
総
生
産
額
に
占
め
る
構
成
比
は

１
・
５
％
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。目
標
に
し
て
お
り
ま
し
た
２
・

７
％
よ
り
は
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
も
下
が
っ

て
い
る
状
況
。

　
　
台
風
２４
号
、
２５
号
の
被
害
を
受
け
、

前
年
に
比
べ
て
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
状

況
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
台
風
２４
号
の
影
響
で
山
の
環
境
が

大
分
変
化
し
て
い
る
。平
成
２８
年
度
の

捕
獲
数
が
３８
頭
、
平
成
２９
年
度
が
５８

頭
、今
年
、平
成
３０
年
１０
月
末
で
５６
頭

の
捕
獲
頭
数
。今
後
自
治
体
の
活
動
が

円
滑
に
で
き
る
よ
う
、
村
も
環
境
整
備

を
整
え
て
い
き
た
い
。

　
　
シ
ン
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
展

望
は
、
地
産
地
消
と
い
う
基
本
理
念

を
守
っ
て
、知
恵
を
使
っ
て
、一生
懸
命

や
る
べ
き
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

４
年
間
で
シ
ン
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投

資
を
し
た
予
算
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
金
額
は
約
８
百
５０
万
円
程
度
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
　
今
期
の
面
積
と
生
産
個
数
、
売
り

上
げ
目
標
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
平
成
２８
年
度
、
約
２
百
万
円
程
度

の
販
売
総
額
、
平
成
２９
年
度
に
お
い
て

は
約
５
百
万
円
、前
年
度
比
約
３
百
万

円
程
度
の
増
。

　
　
防
鳥
ネ
ッ
ト
用
簡
易
ハ
ウ
ス
あ
た

り
に
補
助
が
で
き
な
い
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
鉄
パ
イ
プ
等
、
今
後
そ
の
件
に
つ
い

て
は
、
生
産
者
も
含
め
て
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
照
用
電
球
導
入
に
つ
い

て
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
平
成
３２
年
度
に
県
の一括
交
付
金
で

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
活
用
し
て
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
に
向
け
て
今
、
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
今
ま
で
の
要
請
行
動
と
現
状
、
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
建
設
課
長
　崎
山
　敦

　
　
平
成
２２
年
度
か
ら
平
成
２９
年
度
ま

で
要
請
行
動
を
実
施
。平
成
３０
年
度

も
国
及
び
沖
縄
県
、沖
縄
防
衛
局
に
要

請
行
動
に
伴
う
進
捗
率
の
確
認
が
必

要
。先
月
、
防
衛
省
に
要
請
行
動
に

行
って
お
り
ま
す
。

　
　
区
長
、金
武
町
、恩
納
村
役
場
も
防

衛
施
設
局
の
許
可
を
得
て
、
現
地
ま

で
見
た
。そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
建
設
課
長
　崎
山
　敦

　
　
米
軍
施
設
内
の
２
級
河
川
億
首
川

に
つ
い
て
も
共
同
使
用
に
つ
い
て
米
側

と
調
整
が
必
要
で
、
先
月
、
防
衛
省
に

要
請
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
県
外
観
光
客
の
増
加
で
、
恩
納
分

遣
所
の
出
動
回
数
が
多
く
な
っ
て
い

る
。世
界
水
準
の
観
光
地
に
ふ
さ
わ

し
い
迅
速
な
救
急
体
制
の
確
立
と
、

生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
世
界
に

通
用
す
る
救
急
隊
員
の
人
材
育
成
や

先
端
屈
折
は
し
ご
車
へ
の
投
資
が
急

務
だ
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
目
的
税

の
項
目
に
ふ
さ
わ
し
い
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
近
年
本
村
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光

客
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。審
議
会
等
で
、

こ
の
観
光
目
的
税
の
使
途
に
つ
い
て
も

審
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ど
の
辺
ま
で
要
請
し
て
い
る
の
か
。

沖
縄
県
が
直
接
動
い
て
い
か
な
い
と

な
か
な
か
厳
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
恩
納
村
と
金
武
町
で
定
期
的

に
話
し
合
い
が
で
き
る
問
題
解
決
委

員
会
を
設
け
て
は
。

　
　
建
設
課
長
　崎
山
　敦

　
　
北
部
町
村
会
を
通
し
て
、
沖
縄
県

衆
参
議
員
等
に
要
望
活
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。平
成
３０
年
７
月
に
高
速

道
路
を
管
理
す
る
西
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
に
恩
納
村
長
、金
武
町
長
の

連
名
で
要
請
を
実
施
し
た
。
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外
間
　勝
嘉
　議
員

農
業
振
興
に
つ
い
て

県
道
１
０
４
号
線
の
改
修

工
事
に
つ
い
て

喜
瀬
武
原
冠
水
被
害
に
つ

い
て観

光
目
的
税
に
つ
い
て

屋
嘉
か
ら
名
護
向
け
高
速

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
県
道

１
０
４
号
線
か
ら
高
速
道

路
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
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　自
然
災
害
に
伴
う
、
長
期
停
電
・

携
帯
電
話
の
通
話
不
良
な
ど
、
関
係

機
関
か
ら
の
情
報
収
集
、
ま
た
公
民

館
へ
の
伝
達
、指
示
な
ど
防
災
対
策
本

部
と
区
と
の
連
携
体
制
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　随
時
、各
区
長
か
ら
の
停
電
情
報
に

対
応
し
て
い
ま
す
。水
道
水
、
飲
料
水

に
つ
き
ま
し
て
は
各
行
政
区
、
各
公
共

施
設
に
住
民
へ
の
水
の
提
供
を
お
願
い

し
、
そ
の
内
容
も
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
　村
民
が
避
難
す
る
場
所
と
し
て
通

常
、
各
字
公
民
館
が
主
な
避
難
場
所

だ
と
思
う
が
、
村
の
指
定
す
る
避
難

場
所
と
指
定
さ
れ
て
い
な
い
公
民
館

の
相
違
点
を
伺
い
ま
す
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　字
公
民
館
に
お
い
て
は
、
随
時
区
長

が
待
機
し
、
区
民
の
受
け
入
れ
を
し
て

お
り
ま
す
。村
と
し
て
の
避
難
場
所
と

い
う
の
は
、県
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
報
告

し
、
そ
れ
を
マ
ス
コ
ミ
が
テ
レ
ビ
の
テ

ロッ
プ
で
流
し
て
い
ま
す
。観
光
客
や
区

外
の
方
が
来
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

三
か
所
の
避
難
場
所
と
し
て
役
場
に

は
、
数
名
の
職
員
が
待
機
し
て
お
り
、

冨
着
、
名
嘉
真
に
は一人
を
配
置
し
て

お
り
ま
す
。

　
　海
岸
線
に
面
し
た
国
道
５８
号
線
、

道
路
上
に
障
害
物
や
砂
が
た
ま
り
、

村
内
各
所
で
車
の
通
行
不
良
が
見
ら

れ
た
。ま
た
、
停
電
に
よ
る
信
号
機
が

機
能
し
な
い
主
幹
道
路
の
交
差
点
で

は
、
事
故
も
何
件
か
発
生
し
て
い
る
。

今
後
の
二
次
被
害
へ
の
対
策
と
し
て

ど
う
考
え
る
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　発
電
機
を
伴
っ
た
蓄
電
池
信
号
機

を
、
主
要
交
差
点
に
は
設
置
要
請
を

行
って
い
き
た
い
。倒
木
等
に
関
し
て
も
、

パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
通
れ
な
い
箇
所
は
簡

易
的
な
撤
去
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
　近
年
、
内
地
な
ど
の
各
地
方
で
の

市
町
村
で
は
地
下
水
採
取
条
例
を
制

定
し
、
地
下
資
源
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。本
村
に

お
い
て
も
今
後
更
に
リ
ゾ
ー
ト
開
発
、

ホ
テ
ル
建
設
な
ど
加
速
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
、
村
民
、
事

業
者
な
ど
が
取
る
べ
き
地
下
水
採
取

の
適
正
化
、
保
全
な
ど
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

　
　村
民
課
長
　屋
良
朝
也

　
　国
道
よ
り
山
側
に
開
発
が
ふ
え
る

と
、
水
道
管
か
ら
離
れ
た
場
所
に
な
り
、

そ
う
す
る
と
地
下
水
を
採
取
す
る
ほ

う
が
コ
ス
ト
が
安
く
な
る
。そ
う
な
る

と
、事
業
者
の
採
取
が
増
え
る
可
能
性

を
考
え
る
と
、自
然
環
境
、地
下
資
源

の
保
全
な
ど
か
ら
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。い
ろ
ん
な
方
面
か

ら
の
意
見
を
聞
く
な
ど
、
既
に
条
例
を

整
備
し
て
い
る
市
町
村
の
状
況
等
を

確
認
し
な
が
ら
検
討
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　
　生
活
環
境
上
、
地
下
水
も
公
共
性

の
高
い
貴
重
な
財
産
。将
来
に
わ
た
り

村
民
の
安
定
し
た
生
活
環
境
が
維
持

で
き
る
よ
う
、
地
下
水
保
全
条
例
の

制
定
が
急
務
と
思
う
が
、
村
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
　恩
納
村
長
　長
浜
善
巳

　
　リ
ゾ
ー
ト
の
開
発
が
今
後
も
増
え

る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
れ
に

伴
い
、地
下
水
を
採
取
す
る
事
業
者
も

増
え
て
く
る
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
後
自
然
環
境
、

地
下
水
資
源
の
保
全
な
ど
、
ル
ー
ル
づ

く
り
も
必
要
と
思
っ
て
ま
す
。今
後
関

係
す
る
区
、開
発
す
る
事
業
所
、他
市

町
村
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
検
討

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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山
田
　政
幸
　議
員

地
下
水
採
取
規
制
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

自
然
災
害
に
対
す
る
危
機

管
理
体
制
に
つ
い
て
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議会の動き
11月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

12月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第６２回町村議会議長全国大会（東京都：議
長）
「農家さんのなかゆくい」感謝の集い（コミュ
ニティーセンター：副議長）
第２７回恩納村文化展オープニングセレモ
ニー（博物館）
健康福祉まつり（ふれあい体験学習セン
ター：議長）
陸上自衛隊第１５旅団創隊８周年及び那覇
駐屯地創立４６周年記念行事（自衛隊那覇
駐屯地：議長）

地域農業振興推進連絡協議会部会交流会
（コミュニティセンター：副議長）
第１０回議会運営委員会（委員6名）
北部市町村議会議長会第３回理事会・総会
（金武町：議長）
平成３０年第７回恩納村議会１２月定例会・
本会議（開会）
平成３０年第７回恩納村議会１２月定例会・
本会議・一般質問（７名）
平成３０年第７回恩納村議会１２月定例会・
本会議・一般質問（６名）
商工会会員忘年会（かりゆしビーチリゾー
ト：議長）
建設業者会忘年会（ホテルムーンビーチ：議
長）
日本体育大学と北部広域市町村圏事務組
合とのスポーツ振興に関する連携協定調
印式（名護市北部会館：議長）
平成３０年第７回恩納村議会１２月定例会・
本会議（閉会）
第２１回恩納村産業まつり実行委員会（役
場：議長）
平成３０年御用納め（本会議場等清掃：全議
員）

平成３１年恩納村成人式（コミュニティーセ
ンター：議長）
平成３１年恩納村新年祝賀会（コミュニ
ティーセンター：議長）
議会広報委員会第１回編集会議（委員６名）
金武地区消防衛生組合消防出初式（金武

21日

23日

25日

4日

6日
7日

10日

12日

13日

14日

15日

18日

26日

28日

4日

7日

9日
11日

16日

17日
18日

23日
25日

27日

30日

31日

1日

4日

6日
7日

8日

9日

13日

15日

19日

20日

町：議長）
恩納村長選挙当選証書の付与式（役場：議
長）
議会広報委員会第２回編集会議（委員６名）
第４回「サンゴ再生プロジェクト」チャリ
ティーゴルフ（議長・副議長）
議会広報委員会第３回編集会議（委員６名）
平成３０年度北部振興会第１回総会（名護市
北部会館：議長）
産学官連携事業「クルーズ船受け入れに関
するシンポジウム」（名護市名桜大学：議長）
平成３０年度学力向上実践報告会（ふれあ
い体験学習センター）
航空自衛隊恩納分屯基地新春の集い（ホテ
ルムーンビーチ）
町村議会副議長研修会・交流会（那覇市自
治会館：副議長）
議会広報委員会第４回編集会議（委員６名）
平成３０年度奄美・やんばる広域圏交流推
進協議会総会（名護市名桜大学：議長）
新人議員研修会（那覇市自治会館：新人議
員３名）

韓国三星ライオンズ歓迎セレモニー（赤間
運動場：議長）
金武地区消防衛生組合議会臨時会（金武
町：議員２名）
議会広報委員会第５回編集会議（委員６名）
沖縄県介護保険広域連合議員研修会（読
谷村：議員１名）
石狩市歓迎会（ホテルムーンビーチ：議長、
議員3名）
第２１回恩納村産業まつり（ふれあい体験学
習センター：議長）９～１０日
第２８回「琉歌大賞」表彰式（ふれあい体験
学習センター）
石狩市・川上村・恩納村交流会（琉球村：議
長）
沖縄県町村議長会第４８回定期総会（那覇
市自治会館：議長）
町村議会議員・事務局職員研修会（南風原
町）
中部北環境施設組合議会定例会（うるま
市：議員２名）
議会だより「うんなＮｏ１３９」発行

2月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・


